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「異邦人を受け入れるということ」 
 
15:7 だから、神の栄光のためにキリストが 
あなたがたを受け入れてくださったように、 
あなたがたも互いに相手を受け入れなさい。 
15:8 わたしは言う。キリストは神の真実を 
現すために、割礼ある者たちに仕える者となられ
たのです。それは、先祖たちに対する約束を確証
されるためであり、 
15:9 異邦人が神をその憐れみのゆえにたたえる
ようになるためです。「そのため、わたしは異邦人
の中であなたをたたえ、あなたの名をほめ歌おう」
と書いてあるとおりです。 
15:10 また、「異邦人よ、主の民と共に喜べ」と
言われ、 
15:11 更に、「すべての異邦人よ、主をたたえよ。 
すべての民は主を賛美せよ」と言われています。 
15:12 また、イザヤはこう言っています。 
「エッサイの根から芽が現れ、異邦人を治めるた
めに立ち上がる。異邦人は彼に望みをかける。」 
15:13 希望の源である神が、信仰によって得られ
るあらゆる喜びと平和とであなたがたを満たし、 
聖霊の力によって希望に満ちあふれさせてくださ
るように。 
＊＊＊＊＊＊＊ 
1）異邦人を受け入れるということ 
教会の中にいくつかの分派的な動きがあり、互い
に軽蔑しあうような状況がありました。前の章に
それが書かれていました。 
しかしパウロはさらに踏み込んで「異邦人を受け
入れる」ということを勧めています。 
ここでいう異邦人とはイエスの十字架の出来事を
自分との関連で信じてはいるものの、キリスト教
的、ユダヤ教的背景をほとんど知らず、今まで通
りの生活が当たり前になっている人たちのことで

す。そういう人たちを仲間として神の家族として
受け入れることは、ユダヤ的な背景を熟知してい
るクリスチャンにとっては大変なことだったと思
います。 
聖書のことも、イスラエルの歴史のことも、教会
における習慣もよくわかっていない人が「脅かさ
れず、いじけることなく」仲間にいられるという
のは、周囲の温かい思いやりがないと、差別や区
別を感じ、居場所がないような気持ちにしてしま
うからです。 
つまり、文化的な「押し付け」を排して、キリスト
に愛されているその愛で異邦人を受け入れるよう
にと勧めているのです。 
 
2）割礼あるものたち、割礼ないものたち 
 
現にユダヤ教的背景のあるクリスチャンたちは異
邦人を「無割礼」の者として軽蔑していましたし、
宗教文化が違う彼らとは、いわゆる関係的に深入
りしませんでした。それが正しいこととして理解
されていたのです。イエス様が「罪人」と言われて
いる人たちと食事をしているのを律法学者たちは
非難しました。それによって汚されると思ったか
らです。 
しかし、ここでパウロは「割礼のあるものたちが
神の憐れみを受け、神の教えに基づいて生きるこ
とで受けた祝福」を無割礼の人たちが見て 
羨ましく思い、神を求めるようになることこそ、
神が願っていることだと教えているのです。 
割礼を受け、聖書を学び、あるいは洗礼を受け、聖
書を学び、礼拝に集い、神の教えを生きることで
「優越的な人種になろうとしている」とすれば、
それは大きな間違いです。 
神は、そういう人たちをとおして「無割礼」の人た
ちが神を求めるようになって欲しいと思っている
からこそ、キリスト者を世の中に置いているので
す。 
 



3）異邦人の望み 
 
私もクリスチャンのように、神の教えを受け取り
ながら、世の中で他者を愛しながら、元気に生き
ていきたいなと感じることができたら異邦人の人
たちが「希望」を持てることにつながります。 
自分がユダヤ人にならなければいけないとか、自
分が特別なしきたりを通過しなければならないと
かいうことになったら希望は絶望に変わります。 
 
私たちの周囲の人たちに「絶望」ではなく「希望」
を分かち合いながら生きることこそ、私たちの使
命と言えるかもしれません。 
でも、それはキリスト教文化を広めることではあ
りません。キリスト教の優越性を語ることでもあ
りません。他宗教を非難することでもありません。 
そうではなく、淡々とみ言葉を思いめぐらしなが
ら自分らしく生きることです。 
私たちはどうしても、「外側」の変化から安心を得
ようとする習慣があります。 
仏壇を壊すとか、神社やお寺に行かないとか、お
墓の前とか葬儀でお辞儀をしないとか・・・。 
それらを教え実行させても、神様が喜ぶことには
つながりません。 
それは人間的な優越感を味合わせるだけのことだ
からです。 
むしろ、私たちが教えられているのは「下心なし
に彼らに仕えること」「彼らに親切にし、彼らから
学ぶこと」、それができてはじめて彼らを受け入
れるという土台ができるのです。 
 
多くの場合、異邦人の人たちに無理矢理キリスト
教を受け入れさせようとしてこなかったでしょう
か？決心を迫り、放棄することを求め、こちらの
文化を受け入れるように諭し、無理矢理キリスト
教の衣を着るように受けから目線で迫ってこなか
ったでしょうか。そこにあるのは愛ではなく「宗
教的優越感」でしょう。 

他宗教との対話もできず、他教団や教派との対話
もできないとすれば、そこにはそれこそカルト的
な頑強な「盲信」はないでしょうか。 
もう少し、その人に対する愛、そしてその人の背
景にある日本人意識や日本文化にたいしての優し
さがあれば、私はキリスト教への理解は変わった
のではないかと思います。 
私はこれを書きながら牧師としての自分の足りな
さを感じています。カウンセラーとして働くよう
になってから、やっと気付かされたことが多いか
らです。キリスト教が他宗教と比べて素晴らしい
から宣教するわけではないのです。 
神が本当に私たちを愛し、慈しんでくださってい
ることがそこに教えらており、それを味わうこと
ができているからこそ、福音を信じ、分かち合う
のです。宗教の覇権争いではないのです。 
 
4）希望の源である神 
 
聖書は希望を与えています。 
15:13 希望の源である神が、信仰によって得られ
るあらゆる喜びと平和とであなたがたを満たし、 
聖霊の力によって希望に満ちあふれさせてくださ
るように。 
 
私たちが他者と分かち合うための「希望」「喜び」
「平和」がイエス様によって日々与えられている
からです。 
まさに「希望の源」である神が、日々、私たちに絶
望ではなく希望を与え、平和と喜びを分かち合え
るようにみ言葉を提供し知恵を与えてくださって
いるのです。 
自分たちの足りなさを自覚しつつも、「希望の源
である神」にこそ、着目しなければなりません。 
希望を捨ててはなりません。生きる希望も、分か
ち合う希望も赦し合う希望も、そして一緒に喜び
会える希望も捨ててはなりません。 
＋＋ 



映像は https://youtu.be/kpoa8W5jpmI  

 
です。 


